
はつかいちサンブレイズ

廿日市市 2026年3月取材

【経営状況】
◆就農：令和５年

◆経営面積：いちごハウス２棟
◆雇用人員：選手16名（4名が農業担当）
◆販路：観光農園、カフェ、イベント

農業はていねいに作業するとそれが結果
に表れ、人間形成にも役立ち、野球選手と
しても成長できると思う。
野球と農業をがんばる人が続いてほしい。

【就農のきっかけ】
女子硬式野球チームを令和３年（2021年）に設立。翌年に

カフェを開店、令和５年（2023年）にいちご農園を開始した。
球団として自立した経営を目指し、選手のセカンドキャリ

アも見据えていちご農園のほかブルーベリーの栽培やカフェ
も経営している。
【課題と解決】
農地は地元の人とのつながりで確保。昨シーズンは害虫の

発生などに悩んだが、地元の農業者に相談して技術を習得。
【今後の経営方針】
女子硬式野球チームとして自立するため、観光農園にとど

まらず出荷販売もできるよう、規模拡大し収入アップを目指
したい。
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